
1.＜施策の概要＞

2.＜指標の設定＞

3-1.＜指標から読み取れる成果と課題＞

3-2.＜住民ニーズ等を踏まえた課題・他自治体の取り組みから学べる点＞

基本理念 未来をひらく文化と環境のまちづくり
統括課 総務部　企画調整課

基本方針 人権尊重と男女共同参画

③ ○ 平和祭典参加者数 名 企画調整課調べ

② ○ 国際交流人材バンク登録者数 名 企画調整課調べ

① ○ 国際交流事業参加者数 名 企画調整課調べ

実施内容

◆国際交流団体と協働した事業展開　◆精華町非核･平和都市宣言の趣旨に則った平和への取り
組み

重
点

指標名 単位
他団体比較

団体名／実績／年度
算式・引用等

施策名 国際交流･平和

関連課
方針・
目標等

◆国際交流の促進　◆多文化共生の実現　◆多分化共生社会
づくりが進み、平和で安心して暮らしやすいまち

180 271 285 271

H26(試算)

①
目標 - - - - 300 300

実績

H21(実績) H22(実績) H23(実績) H24(実績) H25(試算)

⑤

④

実績
④

目標

3,000 3,000

実績 2,610 2,900 3,070 2,620
③

目標 - 3,000 3,000 3,000

80 80

実績 80 70 70 80
②

目標 - - - -

･国際理解講座等の行事やホームステイ活動への参画について、一定の啓発効果が見られた。
･平和祭典のイベント内容の工夫や充実により、参加者数の増加を図る必要がある。

･国際交流の促進に向け、今後も、広く町内外に各種行事への参加募集をするなど、行事全体を盛り上げる
取り組みを進めることで、町内在住の外国籍住民への啓発につなげ、より多くの参加を促す取り組みが必
要である。
･平和祭典については、平和の尊さや、戦争の悲惨さを後世に引き継ぐためにも、継続することが重要であ
り、その内容についても、さらに工夫しながら取り組みを進める。

実績
⑤

目標
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4-1.＜施策を構成する事業＞

4-2.＜施策を構成する事業の成果と課題＞

5.＜施策の今後の方向性＞

H25(予算) H26(試算)

1 ○

企画調整課 10,396 13,438 13,247 13,977 12,761

重
点

部　門
／事業名

／種別／決算書説明頁

事業費(人件費含む)／事業費のみ／事業費一財　＜単位：千円＞

H21(実績) H22(実績) H23(実績) H24(実績)

2,950 2,924 2,924

非核平和都市宣言推進 100 100 100 226 200 2002 ○

企画調整課 2,679 3,410 3,886

100 100 100

1,488 1,886 2,570 2,570一般事業 77

12,761

国際交流推進事業 1,579 1,497 1,488 3,786 2,570 2,570

1,579 1,490

4

226 200 200一般事業 81

3

5

7

6

8

･せいかグローバルネットとの共催で様々な国際交流事業を実施した。しかし、参加者数が伸び悩む傾向に
あることから、京都府国際センターとの連携など幅広い参加に向けた取り組みを展開している。
･非核平和都市宣言推進では、平和祭典の開催だけでなく、戦争体験談インタビューなどの歴史資料の収集
を進めることができた。成果物の効果的な活用方法等について検討する。

･国際交流においては、(財)自治体国際化協会や府国際センター等との連携を深め、広域的な視野に立った
取り組みを展開する。
･非核平和都市宣言推進では、平和祭典の開催において、戦争体験談インタビューを活用するなど、新たな
取り組みの充実に努める。

10

9

187


